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Z123a 柔軟な連携観測を可能にする超小型X線衛星NinjaSat
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近年、超小型衛星の科学利用が急激に進んでおり、X線分野に限っても米国のHaloSatや、中国のPolaraLight
など科学的成果が上がり始めている。超小型衛星の運用上の大きな強みは、現代の大型X線衛星では実現の難し
い、1週間を超える長期観測を実現可能であるという点である。また、マルチメッセンジャー宇宙物理学では、突
発天体の追観測が重要であり、迅速で柔軟性の高い観測を独自に行える超小型衛星との相性が良い。
NinjaSatは 2023年 10月に打ち上げ予定の日本初の超小型X線衛星であり、2–50 keV に感度を持つ 10 cm立方

の非撮像型ガスＸ線検出器を 2台搭載する。超小型衛星としては世界最大の有効面積をもち (∼ 32 cm2@6 keV)、
全天で最も明るいさそり座X-1に対して ∼ 1000 cps の光子統計を実現する。NinjaSatでは超小型衛星の利点を
活かし、大型衛星には観測の難しい明るいX線源の可視光・電波と連携した長期的な多波長同時観測や、突発天
体の追観測を行う。これに加えて、定常重力波の初検出に向けたX線による連携観測も実施する。定常重力波探
査では、中性子星の自転周波数でデータを畳み込むことによって S/N比を劇的に改善することができるが、自
転周波数は多くの場合未知な上に、質量降着率によって時間変動することが、その検出を難しくしている。そこ
で、定常重力波の有力候補であるさそり座 X-1 を占有観測し、自転周期の長期モニターを目指す。本講演では、
NinjaSatの概要とこれまでの進捗、およびマルチメッセンジャー宇宙物理学への利用可能性について議論する。


